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高時間分解能データを用いた太陽型星におけるスーパーフレア発生頻度
の統計解析
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太陽フレアで解放されるエネルギー (E) とそのエネルギーのフレアが発生する頻度 (dN/dE) は、1024-1032 erg
の広いエネルギーの範囲で、dN/dE ∝ E−1.5−−1.9 のべき関数型分布を示すことが知られてる。また、ケプラー
宇宙望遠鏡の観測から太陽型星（G 型主系列星）における、「スーパーフレア」(最大級の太陽フレアの 10-106 倍
のエネルギーを解放するフレア)の発生頻度分布も、1034 - 1036 erg の範囲で、太陽フレアで知られている発生頻
度分布と同様のべき関数型の分布であること (Maehara et al. 2012)、特に太陽と同様に自転の遅いG型主系列星
におけるスーパーフレアの発生頻度分布は、太陽フレアの発生頻度分布とほぼ同じべき関数分布で表わせること
が明らかになった (Shibata et al. 2013, Shibayama et al. 2013)。
我々は、ケプラーのデータのうち、太陽型星約 1300個の時間分解能 1分のデータを用いて、これまで検出でき

なかった継続時間が短くエネルギーの小さいフレア検出を行ない、20星で約 150個のフレアを検出した。検出さ
れたフレアのエネルギーは 1032 - 1035 ergであり、最大級の太陽フレアとこれまで知られていた太陽型星のスー
パーフレアの中間の規模のフレアである。これらのフレアの発生頻度分布は、指数-1.7のべき関数型の分布をし
ており、時間分解能 30分のデータから求めた発生頻度分布と一致した。また、これらのうち自転の遅いG型主
系列星で起きたスーパーフレアの発生頻度分布は、太陽フレアおよび時間分解能 30分のデータから求めたスー
パーフレアの発生頻度分布のべき関数の上にのることがわかった。


